
6   令和２年 12 月定例会

　常任委員会Ｑ &Ａ
小美玉市議会には３つの常任委員会（総務・文教福祉・産業建設）があります。

議員はいずれかの委員会に属し議案審査にあたります。

12 月定例会の議案審査の概要は次のとおりです。

産
業
建
設

◎荒　川

○島　田

　野　村

　田　村

　福　島

　石　井

◆
市
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業 

 

問   

休
業
中
の
給
与
は
支
給
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　

  

復
帰
後
の
給
与
は
。

　
　
　

 

 

答   

休
業
中
の
給
与
は
支
給
さ
れ
な
い
。

　
　
　

  

復
帰
後
の
給
与
の
号
給
は
、
１
０
０
分
の
５
０

　
　
　

  

以
下
の
換
算
率
で
調
整
し
て
い
く
。

総
　
務

◎村　田

○戸　田

　市　村

　大　槻

　岩　本

　谷　仲

問　

 

補
助
金
申
請
状
況
と
、
事
業
の
周
知
方
法
は
。 

答　

12
月
15
日
現
在
で
５
４
２
件
申
請
さ
れ
て
い

る
。
市
の
Ｈ
Ｐ
や
広
報
誌
等
の
ほ
か
、
市
商
工

会
・
観
光
協
会
・
金
融
機
関
等
で
事
業
周
知
を

行
っ
て
い
る
。

要
望 

「い
ば
ら
き
ア
マ
ビ
エ
ち
ゃ
ん
」
の
登
録
な
ど
事

業
者
の
感
染
防
止
対
策
が
重
要
と
考
え
る
。
す

べ
て
の
事
業
者
が
補
助
金
を
活
用
し
て
感
染
対

策
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
事
業
の
周
知
徹
底
を
お

願
い
し
た
い
。　
　
　

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
拡
大
防
止
対
策
補
助
金

※ 

使
用
済
み
の
農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク (

ビ
ニ

ー
ル
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン ) 

は
事
業
者
個
人

が
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
が
法
律
に
よ
り

定
め
ら
れ
て
い
る
。
令
和
２
年
度
は
事
業

者
の
負
担
金
が
前
年
度
と
比
べ
、
約
５
倍

近
く
跳
ね
上
が
っ
て
お
り
、
市
の
農
業
用

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適
正
処
理
推
進
協
議
会

の
審
議
を
経
て
、
事
業
者
負
担
金
を
３
割

程
度
に
抑
え
る
た
め
の
助
成
を
実
施
し
て

い
る
。

◆
ふ
る
さ
と
応
援
の
指
定
寄
附
金  

 

問    

ふ
る
さ
と
応
援
の
指
定
寄
附
金
を
大
幅
に
増
額

し
た
要
因
を
伺
う
。

 

答　

  

こ
れ
ま
で
の
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
の
ポ
ー
タ
ル
サ 

イ
ト
と
、
令
和
２
年
11
月
か
ら
楽
天
が
運
営
す         

る
ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
新
た

に
追
加
し
て
、
２
つ
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
の

受
け
入
れ
を
実
施
し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
で
の
受
け
入
れ
額
が
、
昨
年
度
と
比
較
し

て
約
２０
％
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
に
加

え
た
楽
天
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は
、
開
始
し
て

約
１
か
月
程
度
で
、
約
１
千
万
程
度
の
寄
附
が

あ
り
、
額
が
伸
び
て
い
る
こ
と
か
ら
、
増
額
し

た
も
の
。

◆
広
報
活
動
経
費 

 

要
望 

「
広
報
お
み
た
ま
」
に
関
し
て
、
小
美
玉
に
関

す
る
ス
ト
ー
リ
ー
性
、
関
連
す
る
特
集
記
事
の

視
点
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
写
真
な
ど
、
最
近

広
報
紙
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
評
価
し
た
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
普
及
も
あ
る
が
、
全
体
的
に
見
る
と
、
広
報

紙
の
情
報
が
一
番
メ
イ
ン
に
な
る
か
と
思
う
の

で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

　

   　

 

◆
園
芸
リ
サ
イ
ク
ル
負
担
金 

問　

 　

今
回
負
担
金
を
増
額
す
る
理
由
は
。

答　

  

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
排
出
量
の
増
加

と
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
高
騰
に
よ
る
市
負

担
分
の
増
額
に
よ
り
、
負
担
金
の
不
足
が

見
込
ま
れ
る
た
め
。

要
望 

不
法
投
棄
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
、
適
正
処
理

の
指
導
と
、
助
成
制
度
の
拡
充
を
お
願
い
し

た
い
。

▲今年度回収日
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文
教
福
祉

◎木　村

○長　津

　小　川

　長　島

　幡　谷

　植　木

　香　取

◆
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合 

 

問　

  

現
在
の
小
美
玉
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
規
模
で
玉

里
給
食
セ
ン
タ
ー
分
も
賄
え
る
の
か
。
ま
た
、
統
合

後
の
玉
里
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
処
遇
は
。

答　

  

小
美
玉
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
能
力
規
模
は

５
２
０
０
食
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
小
美
玉
給
食

セ
ン
タ
ー
で
４
０
０
０
食
、
玉
里
給
食
セ
ン
タ
ー
で

８
０
０
食
と
調
理
の
限
度
内
に
あ
る
。
ま
た
、
統
合

後
の
職
員
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、
正
規
の
調
理
員
は
、

小
美
玉
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
異
動
、
任
用
職
員
も

同
人
数
を
要
望
し
て
お
り
、
小
美
玉
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
職
員
と
し
て
の
勤
務
も
可
能
で
あ
る
。     　

 

   問　

 

利
用
者
の
コ
ロ
ナ
禍
の
感
染
予
防
の
対
策
は
。

 

答　

 

コ
ロ
ナ
対
策
に
関
し
て
は
、
受
付
に
お
い
て
体

温
測
定
を
行
い
、
熱
が
あ
る
方
に
は
、
そ
こ
で

帰
っ
て
い
た
だ
く
シ
ス
テ
ム
を
取
り
、
館
内
は

脱
衣
所
ま
で
マ
ス
ク
等
の
着
用
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
湿
度
な
ど
の
関
係
か
ら
、
お
風
呂
は
感

染
の
リ
ス
ク
は
か
な
り
低
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

脱
衣
場
、
廊
下
、
ロ
ビ
ー
と
入
り
口
で
感
染
予

防
を
徹
底
し
て
い
る
。

◆
四
季
健
康
館
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
は

◆
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
改
革
事
業

　
旧
病
院
解
体
費
決
ま
る

問　

 　

今
回
解
体
費
等
の
交
付
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
解
体
費
用
に
つ
い
て
、
ま
だ
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
段
階
だ
と
思
う
が
、
こ
れ
以
上
増
え

る
可
能
性
は
あ
る
の
か
？

答　

  

解
体
費
は
、
こ
れ
以
上
発
生
し
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

小
美
玉
市
医
療
セ
ン
タ
ー
の
移
譲
に
関
す
る
基
本
協

定
書
に
基
づ
き
、
新
病
院
の
開
院
に
伴
う
旧
病
院
の

解
体
工
事
と
医
療
機
器
等
の
処
分
費
用
は
、
本
市

が
支
払
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

◆
健
康
増
進
施
設
管
理
運
営
費

問　
　

小
美
玉
温
泉
湯
～
Ｇ
Ｏ
！

（
旧
：
小
美
玉
温
泉
こ

　
　
　
　

と
ぶ
き
）
駐
車
場
整
備
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て
伺

　
　
　
　

う
。
事
業
全
体
は
、
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る
の

　
　
　
　

か
。

     　

 　

答　

  

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
工
事
は
、
発
注
の
方
法
を
検
討
中
。

ま
た
、
駐
車
場
工
事
は
用
地
買
収
後
に
実
施
す
る

た
め
、
令
和
３
年
度
に
着
工
す
る
予
定
。     　

 

常任委員会Ｑ &Ａ

新型コロナウイルスを含む感染症対策を徹底しましょう

「いばらきアマビエちゃん」 は、 ガイドラインに沿って感染

防止に取り組んでいる事業者を応援するとともに、 感染

者が発生した場合に、 その感染者と接触した可能性があ

る方に対して注意喚起の連絡をすることで、 感染拡大の

防止を図ることを目的としたシステムです。

「いばらきアマビエちゃん」 を利用しましょう
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特 別 委 員 会

特定のテーマに取り組む

議会活性化特別委員会

　市民に開かれた議会を目指し、 議会改革

を推進する取組みを進めています。

　 議会活性化特別委員会では、 従来から続けて

いる議会の活性化 （改革） をさらに進めるための

取り組みを行っています。

　 まず、 ペーパーレス化に向けたタブレット端末

の導入については、 議会活動の活性化と効率化

が図られ、 また、 市執行部や議会事務局の業務

軽減の効果が大きいことから、 今年度中の整備を

目途に取り組んでいます。

　 また、 議会基本条例第 5 条に規定されている

「会派」 についても、 個々の議員の資質向上に役

【主な検討事項】

①ペーパーレス化に向けたタブレット端末の導入

②会派制及び政務活動費について　

立てることができる等のメリットがあることから、

導入に向け調査研究をしています。

　 さらに、 会派制の検討と併せ、 地方自治法第

100 条により、 議会の議員の調査研究に資する

ため必要な経費の一部として、 交付が認められて

いる、 「政務活動費」 についても、 今後、 将来的

な議会、 議員の在り方、 役割を考えたとき非常に

重要なことから、 具体的に関係条例、 規則の策定

を行っていくこととし、 現在策定案の検討を重ね

ています。

市の仕事を分野ごとに分けて審議する常任委員会のほ

かに、 特定のテーマを取り上げて話し合う４つの特別

委員会が設置されています。 専門的な視点から市政に

対するチェックをするなど、 まちづくりをすすめるため

に重要な役割を担っています。 今回は議会活性化特別

委員会で調査研究している内容を取り上げてお知らせ

します。

　茨城空港を核とした、

「まちづくり構想」 に定め

る取り組み方針で示され

た、 「そらら拡張」 「そら

ら参道」 「エコトープ」 「J

フロント」 の 4 つの整備

候補地及び空港アクセス

沿道エリアの一体的な地

域振興について、 重点的

に調査、 研究をしていま

す。

茨城空港周辺
地域振興対策

  より親しみやすく、 わか

りやすい議会広報を発行

するために調査研究を行

い、 年 4 回議会だよりを

発行します。

広　報

７名
委員

百里基地対策

　百里基地対策に係る諸

課題を調査し、 基地周辺

地域の生活環境の向上を

図るため関係機関への要

請、 折衝を行います。

10 名
委員

11 名
委員

10 名
委員

【構成委員】

　　　　　　◎幡　谷　　木　村

　　　　　　○村　田　　島　田

　　　　　　　荒　川　　長　津

　　　　　　　長　島　　香　取

　　　　　　　石　井　　戸　田

　　　　　　　植　木


